
発達障害のある 児童生徒の

ICT機器の使用と支援


尼崎市立あまよう特別支援学校 

NPO法人　支援機器普及促進協会 
理事長　　高松　崇



Self-introduction





私も、通所生活介護施設に通う三男がおります
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Tips



特集「キャッチ」夢はCGクリエイター　不登校の少女が1分間
の動画に込めたメッセージ　福岡

https://www.youtube.com/watch?v=iSlYaThE0-s

https://www.youtube.com/watch?v=iSlYaThE0-s


Society5.0とは

https://www.keidanren.or.jp/policy/society5.0.html

600万年前

5000年前

150年前

30年前

360

6,7

0.17

http://www.apple.com/jp
http://www.apple.com/jp


文字の歴史

1世紀頃 
弥生時代

20世紀

楔形文字 象形文字
紀元前3100年頃

9世紀末頃 
平安時代

21世紀～
?????????

農耕時代

狩猟時代



文字の必要性って？！ 

ICT機器の無い時代（紀元前～約2000年まで） 

ユビキタス（時間と場所を超えて想いを伝える重要なツール）

Society5.0時代 

マルチメディア（動画・画像・音声・‥） 



読み書きが苦手でも学習はできる

GOAL!

Input 
する手段

Output 
する手段

音声読上 
でバイパス

音声入力 
でバイパス

5～６歳ぐらい

2～3歳ぐらい

2～3歳ぐらい

5～６歳ぐらい



シンボルの理解は自立には重要
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子どもたちの困難さって‥



47https://hugkum.sho.jp/62831

読み書き障害
（dyslexia）

聴覚情報処理障害
（APD）

反抗挑戦性障害
（ODD）

敏感・繊細
（HSC）

Youtube

タブレット
スマホ

スマホ子育て



「書字指導アラカルト」 　　著　笹田　哲　より



座位姿勢



鉛筆などの操作



見て書くこと



注意集中・ワーキングメモリー・音韻認識



壁の越え方



本人の努力 
　よじ登る（訓練する） 
合理的配慮 
　持ち上げてもらう（力を借りる） 
　回避する（代替手段） 
基礎的環境整備 
　壊す（ルールを変える） 
社会変革・支援者の意識改革 
　超えずに済ます（価値観を変える）

周囲の負荷

低い

高い

子どもの負荷

高い

低い

Trade-off　⇒　Win-Winへのパラダイムシフト

学習の壁（困り）の超え方

医療モデル

社会モデル



児童・生徒の年齢に合わせて、さまざまな方法を組み合わせた支援を行っていく必
要があります。
　基本的に、年齢が小さい場合には、「できないことをできるようにする」という
ボトムアップの支援が中心
読み書きが困難、という状況に対して、その子どもが身につけやすい方法を探し、
練習を積み重ねて、スムーズにできるようにする方法です。
　その一方で、年齢が上がってくると、学校で学ぶ知識も多くなってきますので、
困難を抱えながらも、なるべくハンディキャップを背負わずにすむよう、さまざま
なツールを使いこなす練習も必要になってきます。
そのような補助代替ツールとしては、タブレットやスマートフォンでのメモ入力や
カメラ機能、音声認識アプリ・録音機能、電卓などが、大人になっても活用しやす
いものとして挙げられると思います。
　ボトムアップの支援を続けながら、さまざまなツールの活用方法も学び、自分に
合った方法を探す練習を行っていけると、児童・生徒が、自分にとって必要な支援
を理解し、将来的には自分から他者の援助を得られるようにしていくための手助け
ができると思います。

ツール（手段）の選択肢を一つでも多く獲得 
如何にして学習のスタートを揃えるか 



みんな一緒
早期支援の必要な児童に気づく

医療モデル

踏み台の必要な子に気づく



アセスメント
苦手さがどこから来るのか？

医療モデル

何故、超えられないのか？！
腕力？　足が短い？　こわがり？



ツールを試す
どの方法がその子に合うのか
選択肢の提示・体験

医療モデル＋社会モデル

回り道でも超えられるに気づく
自転車？　走る？　歩く？



壊す（ルールを変える）
壁じゃなかったんだ！（授業のUD化）

座ってられなくても・・ 顔を見て話せなくても・・

社会モデル 
UD授業・教育

授業が変われば困りは無くなる？！



超えずに済ます（価値観を変える）
そもそも壁（困り）だったの？！

文字の読み書きが出来ない

社会モデル 
インクルーシブ

子どもたちの特性を
活かす！！



75

読むことに困難がある



アセスメントと支援に活用

文字
　フォント・サイズ・太さ・色・・
　縦書き・横書き
　行間・罫線
カラー反転・モノトーン
明るさ
挿絵無し（不要情報の削除）
ルビ振り・分かち書き
音声読上げ（肉声・機械読上げ）



標��� デジタルで�む

�で�く

�から�む

デジタルで�む

�で�く
�から�む

�から�む

�で�く

デジタルで�む デジタルで�む

�から�む

�声�み上げマップ �みたいものは何�

・Windows

�科書�Webサイト テスト問題プリント・ワーク

・Chrome

・iPhone/iPad

・Kindle

・��アプリ  
 PIBO

・Audible

��者⽤デジタル�科書
�声�材

・�声�材BEAM

スキャナー型
 �み上げペン

カメラで���識
・iOS

・Chrome

カメラで���識
 （�量の時にオススメ）

スキャナーでOCR�
 （量が�い時にベスト）
 ��声�み上げ��

Wordの�声�み上げ

プレゼンツールで�声埋め�み
・Powerpoint
・Keynote
・Googleスライド

・テスト�声�サービス
 （�声�材BEAM × ��書�） 
 ※2024.04〜⼩����

※すべての��は�羅できていません。�かな使⽤�等は各サイトをご��ください。
 ����を禁⽌します。（作成�なぼテク⽇� 更�⽇�2024年7⽉7⽇）

デジタル副�材

・AccessReading

・マルチメディアDAISY�科書

・Mac

・audiobook

・Chattylibrary

・わいわい��

・UNLOCK

�声�材

スキャナー型
 �み上げペン

カメラで���識

・ペンでタッチすると  
 �める�声付き�科書

�声�材

・UDブラウザ

PDF�⼒
 �標���で�み上げ

スキャナー型
 �み上げペン

PDF�⼒
 �標���で�み上げ

・UDブラウザ

カメラで���識

スキャナー型�み上げペン
・iOS
・Chrome

・iOS ・Chrome

・UD-Book

PDFはこちら
（各リンクに�べます)

Õなぼテク⽇�
https://nabo-tech.com/

https://nabo-tech.com/download/読み上げmap/

https://nabo-tech.com/download/%E8%AA%AD%E3%81%BF%E4%B8%8A%E3%81%92map/


機能 iPadOS(17) Windows(11) AndroidOS(14) Chrome(119)
設定場所 設定⇒アクセシビリティ 設定⇒アクセシビリティ ユーザー補助 ユーザー補助
視覚サポート
VoiceOver VoiceOver ナレーター TalkBack スクリーンリーダー
拡大 ズーム 拡大鏡 拡大 全画面拡大鏡・ドッキング拡大鏡
画面表示 画面表示とテキストサイズ カラーコントロール コントラストと色の設定 ディスプレイサイズ

カラーフィルター
テキストサイズ Appごとの設定 ディスプレイとビジョン 表示サイズとフォントサイズ ディスプレイサイズ・フォントサイズ
動作 動作
音声読上げ 読上げコンテンツ イマーシブリーダー 選択して読上げ ChromeVox・選択して読上げ

テキスト読み上げの設定
バリアフリー音声ガイド バリアフリー音声ガイド

身体機能および操作
タッチ AssistiveTouch ショートカットキー タブレットモードでボタンを使用
自動タップ 滞留コントロール カーソル停止時にクリック 自動クリック
タッチ感度の調整 タッチ調整 長押しする時間
外部スイッチでの操作 スイッチコントロール スイッチアクセス
音声操作 音声コントロール 音声認識 Voice　Access
マウスポインターの表示 ポインタコントロール マウスポインターとタッチ 大きいマウスカーソル
キーボードの操作 キーボード キーボード キーボード
視線制御 視線制御

聴覚サポート
環境音のアラート サウンド認識 音検知通知
音量左右調整 オーディオ／ビジュアル 単一チャネルオーディオ モノラルオーディオ モノラル音声
字幕表示 標準字幕とバリアフリー字幕 ライブキャプション 字幕キャプション Chrome自動文字起こし

字幕
音声増幅 音声増幅
点字キーボード TalkBack
以外
不要部分のタッチ無効 アクセスガイド
音声アシスタント 設定⇒Siriと検索 検索⇒⾳声アクセス Googleアシスタント・VoiceMatch Googleアシスタント

Hey!　Siri OK　Google OK　Google
アクセシビリティ機能の呼出 ショートカット キーボードショートカット ユーザー補助メニュー 設定	　	を選択

集中モード 設定⇒集中モード フォーカスセッション フォーカスモード
スクリーンタイム アクションブロック

音声入力 設定⇒キーボード⇒音声入力 イマーシブリーダー 音声文字変換 音声入力
テキスト音声文字出力 ライブスピーチ リアルタイムテキスト
自分の声で音声読上げ パーソナルボイス*
アイコンの大きな表示 アシスティブアクセス
周囲の情報を知らせる Lookout

各OSアクセシビリティ対比表



Chromebook

https://www.google.com/intl/ja_jp/chromebook/accessibility/

https://www.google.com/intl/ja_jp/chromebook/accessibility/


iPad 
iPados17,18では 

アクセシビリティが変わっています 
（iPadOS18  2024/9/17)
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画面の文字を読み上げて欲しい


（文字を読むのに時間がかかる）

（読んでもらえれば理解できる）

（ネットだけでなく画像も読んで欲しい）

（アクセシビリティ

　読み上げコンテンツ）


＊設定方法は次頁

読むことに困難がある



82

画像の文字解析＆読上げ（テキスト認識表示）

プリントや板書を撮影1⃣

マークが画像に表示されればOCR（文字認識）できている画像2⃣

読みたい箇所を長押しで選択3⃣

読上げ4⃣
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Safariの中で読上げを利用する時のヒント（サイト内の不要部分を非表示）

Safari⇒気をそらす項目を非表示1⃣

不要な広告部分をタップ

（青い□で囲まれたら⇒

　非表示を押す）

2⃣

3⃣ 同じ処理を繰り返す


非表示

非表示
非表示後

4⃣ 音声読上げを行う
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Safariの中で読上げを利用する時のヒント（サイト内の不要部分を非表示）

Safari⇒リーダーを表示1⃣

不要なフレームが非表示に

なる（＊サイトの作り方に依存

ならないサイトもある）

2⃣

3⃣

非表示後

音声読上げを行う
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画面表示を大きくして欲しい


（ピンチでは大きく出来ないものがある）

（一部分を拡大して確認しい）


（アクセシビリティ

ズーム機能）


＊設定方法は次頁

読むことに困難がある
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画面の色合いや明るさの調整がしたい


（文字の太さやサイズを変更したい）

（画面のコントラスト・フィルターをかけたい）

（画面の色を反転させたい）

（アクセシビリティ

画面表示とテキストサイズ）


＊設定方法は次頁

読むことに困難がある
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アクセシビリティ（画面表示とテキストサイズ）

設定⇒アクセシビリティ⇒画面表示とテキストサイズ1⃣

（必要項目を適時設定する）
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ネットの調べ学習で漢字が読めないので内容理解が難しい


（Yahooキッズでは見れないサイトもある）

（音声読み上げだけでは理解しにくい）

（印刷してルビ振りは面倒くさい）


読むことに困難がある

ふりがな

（Safariでのみ

　利用可能）


＊設定方法は次頁
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板書や紙文書にルビ振りがしたい


（手書きでルビ振りの支援が得にくい）

（未学習の漢字のみにルビ振りがして欲しい）

（板書を画像保存していても漢字が読めない）


読むことに困難がある

ふりがなPDF

（うまくルビ振りされない

　ことがあります）


＊設定方法は次頁
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音声教材
発達障害等により、通常の検定教科書では一般的に使用される文字や 
図形等を認識することが困難な児童生徒に向けた教材で、パソコンや 
タブレット等の端末を活用して学習するものです。 
発達障害等、障害により紙の教科書を読むことが困難な児童生徒は、 
音声教材の提供を受けることが可能です。 
また、令和6年7月19日より、日本語指導が必要な児童生徒も 
音声教材の提供を受けることが可能となりました。

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/1374019.htm

文部科学省では音声教材の製作についての委託調査研究を実施しており、令和7年度には六つの団体が音声教材を製作し、必要な児童生徒に
対して原則として無償で提供しています。 

• 日本障害者リハビリテーション協会「マルチメディアデイジー教科書」（日本障害者リハビリテーション協会ホームページにリンク） 
• 東京大学先端科学技術研究センター「Access Reading」（東京大学先端科学技術研究センターホームページにリンク） 
• NPO法人エッジ「音声教材BEAM」（NPO法人エッジホームページにリンク） 
• 茨城大学「ペンでタッチすると読める音声付教科書」（茨城大学ホームページにリンク） 
• 広島大学「文字・画像付き音声教材」（広島大学ホームページにリンク） 
• 愛媛大学教育学部「愛媛大学UNLOCK」（愛媛大学ホームページにリンク） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/1374019.htm
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音声教材：機械読みではなく、肉声で読み上げをして欲しい


（ブラウザで手軽に使いたい）

（申請を簡単に行いたい）

（中高生の教科書も使いたい）


読むことに困難がある

デイジー教科書

（比較的操作が簡単

　申請が簡単）


https://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/book/daisytext.html

https://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/book/daisytext.html
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体験

10025
12345678

①　QRコードをスキャン 
②　ID,パスワード　を入力 
③　使ってみて下さい



ChromeBook



ChromeOSバーションの確認

①

②

③



注：ChromeOS 130.0

画面の読み上げ



注：ChromeOS 130.0

リーディングモード



https://support.google.com/assistant/answer/7399401?hl=ja&co=GENIE.Platform=Android

https://support.google.com/assistant/answer/7399401?hl=ja&co=GENIE.Platform=Android


https://www.youtube.com/watch?v=Ex6fipR3pbs

https://www.youtube.com/watch?v=Ex6fipR3pbs


https://nabo-tech.com/chrome-camera_tts/

Chromebookのカメラで文字認識！プリントを読み上げよう

https://www.youtube.com/watch?v=MNy0V9Hx_kc注：ChromeOS 130.0

https://nabo-tech.com/chrome-camera_tts/
https://www.youtube.com/watch?v=MNy0V9Hx_kc


設定　カメラ⇒設定⇒テキスト抽出のプレビュー

注：ChromeOS 130.0



https://rumihirabayashi.com/new_ocr_tools/

OCR技術の発展がすごい

https://rumihirabayashi.com/new_ocr_tools/


[OCRの新時代到来]Googleレンズでプリントの内容を音声で読み上げられる

https://www.youtube.com/watch?v=jl2yugJXxfE

https://www.youtube.com/watch?v=jl2yugJXxfE


サンプル



サンプル
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書くことに困難がある



iPad 
iPados17,18では 

アクセシビリティが変わっています 
（iPadOS18  2024/9/17)
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書くことに困難がある
音声入力をしたい（一定の漢字が習得できている）


（文字を書くことに時間がかかる）

（キーボード入力でも時間がかかる）

（漢字変換をしても良い）


（日本語で音声入力をする際

にはキーボードが日本語入力

モードにしておく事が必要）


＊設定方法は次頁

音声入力
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書くことに困難がある
日本語かなキーボードが使いたい


（ローマ字が習得できていない）

（特殊音節の入力が不確か）

（行段が理解できていない）


　　 
　 
　 

＊設定方法は次頁

日本語かなキーボード
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書くことに困難がある
日本語かな（フリック）キーボードが使いたい


（ローマ字が習得できていない）

（五十音ではスピードがでない）

（スマホでも活用できるスキルを習得したい）


　　 
　 
　 

＊設定方法は次頁

日本語かな（フリック） 
キーボード
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書くことに困難がある
日本語手書きキーボードが使いたい


（ローマ字が習得できていない）

（日本語かなキーボードではスピードがでない）

（紙に書くスキルも捨てたくない）


日本語手書きキーボード



111

書くことに困難がある

文字入力の処理速度を少しでも早くしたい


（文字を書くことに時間がかかる）

（キーボード入力に時間がかかる）


特に自分の氏名や地名 
などよく使う単語は登録して 
おくことで負担はかなり下がる


＊設定方法は次頁

ユーザー辞書



112

書くことに困難がある
文字がまだ定着していない


（文字を書くことに時間がかかる）

（似たような文字を間違える）

（日本語かなキーボードも間違えることがある）


文字を選択する度に音が鳴る 
また、漢字の選択肢を選択する 
度に読み方が鳴る 
文字と音を一致させていき、 
定着を図る


＊設定方法は次頁

タイプ入力フィードバック
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書くことに困難がある
撮影したワークシートに入力したい


（紙に書くことが難しい）

（キーボード、手書きなどで追記したい）

（数学などキーボードでは入力が難しい）


ワークシート画像に手書きで 
回答 
または、キーボード入力


＊設定方法は次頁

マークアップ
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マルチタスク（２画面表示）にしたい
２つのアプリ間でデータを効率的に利用したい 

（画像からノートテイクアプリへ文字をドラッグ＆コピー）

（音声教材とノートテイクアプリを表示）

（Safariなどで複数サイトを表示したい）


Split View 
　２画面分割 

＊設定方法は次頁

Split View 
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マルチタスク（２画面表示）にしたい
２つのアプリ間でデータを効率的に利用したい 

（画像からノートテイクアプリへ文字をドラッグ＆コピー）

（音声教材とノートテイクアプリを表示）

（Safariなどで複数サイトを表示したい）


Slide Over

　複数アプリを細長く起動


＊設定方法は次頁

Slide Over
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書くことに困難がある
音声で指示を録音したい


（紙に書くことが遅い）

（聞くだけでだいたい指示は理解できる）

（後に音声を文字化したい）


音声を文字化することも可能


＊設定方法は次頁

ボイスメモ
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書くことに困難がある

UDトーク

音声入力をしたいが、漢字変換をしないでほしい場合


（文字を書くことに時間がかかる）

（キーボード入力でも時間がかかる）

（漢字が読めない）


（学年設定をすることで

習っていない漢字はひらがな

に変換されて入力できます）


＊設定方法は次頁 https://www.youtube.com/watch?v=ox8nGEuW9z4

https://www.youtube.com/watch?v=ox8nGEuW9z4


ChromeBook



ChromeOSバーションの確認

①

②

③











124

聞くことに困難がある
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聞くことに困難がある

UDトーク

聞き取りにくい場合に、リアルタム文字変換して欲しい


（聞き逃しが多い・聞き忘れがある）

（言葉の指示を文字で残したい）

（外国語から（の）同時翻訳が必要）


（学年設定をすることで

習っていない漢字はひらがな

に変換されて入力できます）


＊設定方法は次頁 https://www.youtube.com/watch?v=ox8nGEuW9z4

https://www.youtube.com/watch?v=ox8nGEuW9z4
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計算することに困難がある



 

メモ＋手書き電卓



メモ＋手書き電卓



その他の困難さへの活用



ワークシートを画像で保存する

ワークシートを撮影⇒教科事にフォルダー管理⇒クラウドに保存



本日のまとめ



LD

Learning Disability 
「学習障害」

Learning Difference 
「学び方が違う」

ではなく



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm


代替手段（ICTの活用）は不便！！ 

読む、書く、計算する、記憶する 
出来たほうが便利に決まってます 

でも 

代替手段で出来れば 
出来ないよりもはるかに便利です



導入が早すぎると
input,outputの選択肢を
狭めてしまうかも・・



子どもたちの困りは
どこにあるのか？

本人？
授業？



ユニバーサルデザイン授業
は万能では無い！

どんな支援でも合わない子は存在する



受験で機器の使用が認められないから
普段の授業でも書かせる

って適切な判断ですか？



合理的配慮の名のもとに
代替手段を安易に提供することは
結局不便さを強いているのかも・・

アセスメントの大切さ

本人が選択することの重要さ



鉛筆の持ちかた・学習姿勢は1年生の内に 
姿勢保持・読むことの見極めは低学年で 

通級指導は3年生から 
学習の壁は4年生から 

中学年までに自己肯定感を下げない 
ICTを活用した合理的配慮は5年生から 
中学校では自分から必要な支援を伝える力



東京大学 先端科学技術研究センター
近藤　武夫先生の研修資料より



参考図書
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